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「DESIのBAO観測結果とその解釈」
概要

2021年から始まったDESI(Dark Energy Spectroscopic Instrument)のよる
BAO(Baryon Acaustic Oscillation)の観測から求まった赤方偏移0.3程度の宇宙論
パラメタは、CMBから求められた標準的な宇宙モデルと矛盾している。これを暗黒エネ
ルギーの時間変化の証拠とみなす立場がある。一方で我々の近傍で300Mpcスケー
ルのボイドの存在が赤外観測から示唆されている。このような宇宙論的スケールの物
質分布の非一様性がもたらす宇宙膨張への効果を考えることで、DESIの結果を解釈
すると同時に近年宇宙論において話題になているハッブルテンションも説明することが
可能になることを説明する。セミナーでは、DESI,BAO,ハッブルテンションなどの簡単な
解説を行ったうえで、DESIの観測に対する我々の立場を説明する。
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